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Ｉ 序 文

企 業 は 本 来 的 に、 収 益 性 を 追 求 す る こ と を 目 的 と し て い る が、 近 年 環 境 危 機 が 叫 ば れる よ う

に な る と、 環 境 保 全 な い し は 環 境 調 和 性 を 経 営 上 考 慮 し な け れ ば、 存 続 して 行 く こ と が 危 う く

な っ て き て い る。 い ま や 企 業 は、 環 境 問 題 を 避 け て 通 る こ と は で き な い の で あ る。 こ の よ う な

状 況 の 中 で、 企 業 が環 境 に配 慮 し た 経 営 を 遂行 す る た め の 有 効 な 手 段 と し て、 環 境 会 計 が 登 場

し
、

注 目 を 集 め て い る
Ｉ〕
。

環 境 会 計 は、 」般 に 「環 境 に関 連 す る 会 計情 報 の 提供 （記 録、 測 定、 伝 達） ツ ー ル」 と し て

把 握 す る こ と が で き る。 環 境 会 計 の 活 用 は、 内 部 管 理 面 と情 報 開 示 面 の 両 面 か ら 可 能 で あ る。

内 部 管 理 面 で の 活 用 は、 環 境 保 全 を促 進 し利 益 獲 得 を効 果 的 に行 う た め に、 経 営者 の 意 思 決 定

に 有 効 な 環 境 情 報 を 提 供 す る こ と で あ る。

一 方、 情 報 開 示 面 で の 活 用 は、 株 主、 債 権 者、 消 費 者 及 び 地 域 住 民 な ど の 外 部 ス テ イ ク ホ ー

ル ダ ー に、 環 境 保 全 活 動 の 成 果 を 開 示 す る こ と に よ り、 自 ら の 環 境 保 全 努 力 に 対 す る 理 解 を深

め、 企 業 の 存 続 ・ 成 長 を 図 る こ と で あ る。

環 境 会 計 は、 現在 で は 従 来 の 財 務報 告 書 と 同 時 に 環 境 報 告 書 の 中 で、 展 開 さ れ る こ と が 多 く

な っ て き た。

１９９０年代 に入 り、 環 境 悪 化 の進 行 に伴 い、 企 業 は 自 ら の環 境 に 対 す る 姿 勢 を 「環 境 報 告 書」

（Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａ１ Ｒｅｐｏｒｔ） と い う 形 で 開 示 す る よ う に な っ た。 環 境 報 告 書 は、 一 般 的 に、
「企

業 の 環 境 保 全 活 動 に 関 す る 専 門 的 な 情 報 伝 達 メ デ ィ ア」 と し て 定 義 で き る で あ ろ う２〕
。 し た が っ

て、 環 境 報 告 書 に は、
企 業 の 環 境 方 針 ・ 環 境 目 標、 環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム

、 環 境 法 規 の 遵

守 状 況 な どと と も に 環 境 会 計 の 項 目 が 加 え ら れ、 様 々 な タ イ プの 環 境 会 計 の 事 例 が 開 示 さ れ る

よ う に な っ て き た。

環 境 会 計 に 関 し て は 現 在 の と こ ろ 統 一 的 な 定 義 や 基 準 は 存 在 し な い が、 環 境 会 計 の 類 型 化 を

検 討 す る に あ た っ て は、 環 境会 計 に対 し て便 宜 上、 一 定 の 限 定 を加 え てお く 必 要 が ある だろ う。

國 部 克 彦 教 授 は、環 境 会 計 の 内 容 は、
「記 述 情 報 シ ス テ ム」、

「非 貨 幣 計 算 シ ス テ ム」、
「貨 幣 計

算 シ ス テ ム」 の ３ 層 構 造 と し て 捉 え る こ と が で き る と し て い る３〕
。 こ こ で、 記 述 情 報 シ ス テ ム と

は、 計量 化 で き な い企 業 の 環 境 保 全 活 動 に関 する 情 報 提 供 シス テム で、 法 規 制 に 対 す る遵 守状

況 の 説 明 な ど が具 体 的 な 例 であ る。 一 方 非 貨 幣 計 算 シ ス テ ム と は、 企 業 活動 を物 量 情 報 と して
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計 算 し よ う と い う領 域 で、 ドイ ツ 語 圏 を 中 心 に 展 開 さ れ て い る エ コ バ ラ ン ス や 最 近 各 国 で 注 目

さ れ る よ う に な っ て き た ラ イ フ サ イ ク ル ・ ア セ ス メ ン ト な ど が 含 ま れ る。

本 稿 で は、 環 境 会 計 を 主 に 貨 幣 計 算 シ ス テ ム と 非 貨 幣 計 算 シ ス テ ム に限 定 す る こ と に す る。

し た が っ て、 貨 幣 情 報 と 物 量 情 報 が 中 心 と な る が、 記 述 情 報 の 有 用 性 ま で も 否 定 し よ う と い う

も の で は な い。

ま た わ が 国 で は、 一般 に 「環 境 会 計」 と い う 場 合、 貨 幣 形 式 の環 境 情 報 と 考 え る 傾 向 が ある。

こ れ は、 わ が 国 の 会 計 公 準 の 中 に 貨 幣 評 価 の 公 準 が あ り、 貨 幣 で 評 価 でき る も の し か 認 め な い

と い う 考 え 方 が あ る か ら で あ る。 し か し、 本 稿 で は、 物 量 形 式 に よる 環 境 情 報 も 環 境 会 計 に 含

め て 考 え る こ と に し た い。

環 境 会 計 は 従 来 の 営 業 報 告 書 や 有 価 証 券 報 告 書 な どの 財 務 報 告 書 にお い て も 展 開 さ れ て い る

が、 本 稿 で は環 境報 告 書 に お け る 物 量 形 式 及 び 貨 幣 形 式 の 環 境 会 計 につ い て、 そ の 類 型 化 を 試

み よ う と す る も の で あ る。

Ｉ 環境パ フォー マンス 型環境会計

環 境 パ フ ォー マ ンス 型 環 境 会言十と は、 企 業 が 環 境 に 与 え る パ フ ォ ー マ ンス （環 境 負 荷） を 測

定 ・ 開 示 し よう と す る環 境 会 計 で、 現 在 の と こ ろ 環 境 パ フ ォ ー マ ンス を 貨 幣 換 算 す る 方 式 が 確

立 さ れ て い な い の で、 多 く の 企 業 が 物 量 値 で の 把 握 を 行 っ て い る。

環 境 パ フ ォ ー マ ン ス 型 環 境 会 計 の 事 例 と し て、 こ こ で は サ ン ト リ ー、 ス イ ス ・ キ ャ ノ ン 及 び

ゲ ベ リ ー ト に つ い て 比 較 検 討 し て み る こ と に す る４〕
。

サ ン ト リ ー の 物 質 フ ロ ー 表 は、 ラ イ フ サ イ ク ル に お け る 各 環 境 パ フ ォ ー マ ン ス が 開 示 さ れ て

い る が、 ｋｃａ１、
㎡
、 ｔな ど の 異 な っ た 環 境 パ フ ォ ー マ ン ス が 統 合 さ れ て い な い。 し た が っ て、 各

環 境 パ フ ォ ー マ ン ス は 加 法 性 と か 比 較 可 能 性 を も た な い。 し か し、 ス イ ス ・ キ ャ ノ ン や ゲ ベ リ ー

ト の エ コ バ ラ ン ス の 場 合 は、 エ コ （環 境 評 価） フ ァ ク タ ー に よ っ て 異 な っ た 環 境 パ フ ォ ー マ ン

ス が統 合さ れる の で、 総 合 的 な判 断 が 下 せ、 時 系 列 比 較 や 企 業 間 比 較 が 可 能 と な る。

次 に、 ス イ ス ・ キ ャ ノ ン と ゲ ベ リ ー ト の 違 い は、 前 者 が 環 境 パ フ ォ ー マ ン ス を す べ て ト ン （ｔ）

で 把 握 し た 後、 エ コ フ ァ ク タ ー を 用 い て ＵＢＰ （： Ｕｍ ｗｅ１ｔｂｅ１ａｓｔｕｎｇｓｐｕｎｋｔ・環 境 負 荷 単 位） の

算 出 を 行 っ て い る の に 対 し、 後 者 はｋｃａ１、 ㎡、 ｔな ど の 物 量 数 値 に 直 接 エ コ フ ァ ク タ ー を 乗 ず る

こ と に よ っ てＵＢＰ を 算 出 し て い る 点 で あ る。

し か し こ こ で、 ス イ ス ・ キ ャ ノ ン と ゲ ベ リ ー ト に 共 通 す る エ コ フ ァ ク タ ー に つ い て、 こ れ を

ど の よ う に客 観 的 に算 定 する かと いう 問題 が 出 てく る。 こ れ は 結 局、 内 部 管 理 も し く は 情報 開

示 とい う、 情 報 の 利 用 目 的 と も 密 接 に 関わ る 問 題 で あ る。 地 域 や 国 あ る い は 時 代 に よっ ても 異

な る エ コ フ ァ ク タ ー の 算 定 は、 様 々 な 間 題 を 含 ん で い る。

エ コ バ ラ ン ス を 使 っ た 環 境 パ フ ォ ー マ ン ス 型 環 境 会 計 は、ど の プ ロ セ ス で ど の 位 の 環 境 パ フ ォ ー
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マ ンス が発 生 し、 企 業全 体 で ど の 位 に な る か の 総 計 を 示 す こ と は で き る が、 環 境 パ フ ォ ー マ ン

ス の処 理 や 対策 に ど の位 のコ ス ト が か かっ た か の 情 報 を 示 す も の で は な い。

皿 環境コスト開示型環境会計

環 境 コ ス ト 開示 型 環 境 会 計 と は、企 業 が 環 境保 全や 環 境 対 策 の た め に 支払 っ たコ ス トを 測 定 ・

開 示 し よ う と す る 環 境 会 計 で あ り、 現 在 わ が 国 の 企 業 で、 広 く 取 り入 れ ら れ て いる。

環 境 コ ス ト 開 示 型 環 境 会 計 を 実 施 す る に あ た っ て、 最 近 最 も 注 目さ れる の は、 環 境庁 が１９９９

年３月 に発 表 し た『環 境 保 全 コ ス ト の 把 握 及 び 公 表 に 関 す る カ イ トラ イ ン 環 境 会 計 の 確 立 に向

け て （中 間 と り ま と め） 』 （以 下 『環 境 会 計 カ イ トラ イ１／』） で あ ろ う

『環 境 会 計 ガイ ドライ ン』 で は、 最初 に 環 境 保 全 活 動 と 環 境 保 全 コ ス ト を定 義 し、 そ の 集 計

に 際 し て の 基本 的 な 考 え方 を示 し、 次 に 環 境 保 全 コ ス ト を 詳 細 に 分 類 し た 後 で、 そ れ に 対 応 す

る フ ォ ー マ ッ ト （ｆｏ ｍ ａｔ） を 提 案 し て い る．

『ガ イ ド ラ イ ン』 で は、 環 境 保 全 コ ス ト は、 （１〕環 境 負 荷 低 減 に 直 接 的 に 要 し た コ ス ト （直 接

環 境 負 荷 低 減 コ ス ト）、（２）環 境負 荷 低 減 に 間 接 的 に 要 し た コ ス ト （環 境 に 係 る 管 理 的 コ ス ト）、

（３）生 産、 販 売 した 製 品 等 の 使 用、 廃 棄 に 伴 う 環 境 負 荷 低 減 の た め の コ ス ト、（４）環 境 負 荷 低 減 の

た め の 研 究 ・ 開 発 コ ス ト （環 境 Ｒ ＆ Ｄ コ ス ト）、１５）環 境 負 荷 低 減 の た め の 杜 会 的 取 組 に 関 す る コ

ス ト （環 境 関 連 杜 会 的 取 組 コ ス ト） 及 び（６）そ の 他 の 環 境保 全 に 関連 し た コス ト に 分 類 さ れ て い

る、 こ の 分 類 の 主 眼 点 は、 環 境 保 全 活 動 を 出 来 る だけ 詳 細 に分 類 する こ と に よっ て、 客観 性 を

も っ た 基 準 を 指 向 し て い る 点 で あ る５〕
。

こ こ で は、 環 境 コ ス ト 開 示 型 環 境 会 計 の 事 例 と し て、 ダ イ キ ン エ 業、 東 京 電 力 及 び 大 阪 ガ ス

に つ い て 比 較 検 討 し て み る こ と に す る６〕
。

ダイ キ ンエ 業 で は、 環 境 関連 の設 備 投 資 額 だ け を 記 載 し、 環 境 コ ス トに 関 して 明 確 な 分 類 を

行 っ て い な い。 一 方、 東 京 電 力 と 大 阪 ガ ス は 環 境 コ ス ト を か な り 詳 し く 分 類 し、 そ の 投 資 額 や

費 用 額 を 開 示 して い る。 す な わ ち、 東 京 電 力 で は 環 境 コ ス ト を 環 境 対 策 投 資、 環 境 関 連 対 策 投

資 及 び 環 境 対 策 設 備 維 持 管 理 費 に 分 類 し、 そ の 内 容 を か な り 詳 し く 開 示 し て い る。 ま た、 大 阪

ガ ス で は 環 境 コ ス ト を 『環 境 会 計 ガ イ ドラ イ ン』 に沿 っ て 分 類 し、 投 資 額 と 費用 総 額 を 分 離 し

て 開 示 し て い る。 さ ら に、 大 阪 ガ ス で は 目 的 別 投 資 と 目 的 別 費 用 と い う 分 類 を 行 い、 こ れ を 円

グ ラ フ で 開 示 し て い る。

本 来、 環 境 コ ス ト は、 環 境 パ フ ォ ー マ ン ス と 対 比 さ れ て 始 め て、 そ の 有 効 性 が 判 断 で き る と

考 え ら れ る。 し か し、 ３ 杜 と も 環 境 パ フ ォ ー マ ン ス は、 環 境 報 告 書 の 中 で、 環 境 コ ス ト と は 別

の 場 所 で 開 示 さ れ て お り、 そ の 比 較 を 行 う こ と は か な り 難 し い と 思 わ れ る。 今 後、 環 境 報 告 書

の 中 で、 環 境 コ ス トと 環 境 パ フ ォ ー マ ンス の 関連 を 該 当 す る ぺ 一 ジ な ど を表 示 す る こ と に よ っ

て 明 ら か に す る 必 要 が あ る だ ろ う。
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３ 杜 の 環 境 報 告 書 を 見 て 感 じ ら れ る の は、
『環 境 会 計 ガイ ドライ ン』 の 公 表 に よ っ て、 環 境 会

計 の 実 務 が か な り 進 展 し て き た こ と で あ る。 し か し、 現 時 点 で は、 確 立 した 環 境 会 計 が存 在 し

て い る わ け で は な い。 環 境 会 計 を 考 え る 場 合、 最 も 中 心 的 課 題 に な る の は 「環 境 コ ス ト」 で あ

ろ う が、 そ の 対 象 範 囲 や 算 定 方 法 に 関 し て は 財 務 会 計 にお ける 企 業 会 計 原 則 の よ う な 明 確 な基

準 がま だ 確 立 さ れ て い な い。 新 た な 基 準 の 設 定 が 待 た れ る と こ ろ で あ る が、 基 準 を設 定 す る と

し ても 内部 管理 目 的 と 情 報 開 示 目 的 と で は か な り 異 な っ た も の と な る で あ ろ う。

な お、 環 境 コ ス ト を 考 え る 場 合、 重 要 な 点 は、
「環 境 コ ス ト が 多 け れ ば、 そ れ だ け 環 境 に 配 慮

し て い る」 と は、 一 概 に 言 え な い 点 で あ る。 そ れ は 公 害 防 除 費 用 が 増 加 し た の は、 公 害 の 発 生

が 増 加 し た た め か も し れ な い。 し た が っ て、 環 境 コ ス ト を 検 討 す る 際 に は、 そ の 経 済 効 果 や 環

境 保 全 効 果 を考 える こと が重 要 と な る。

１Ｖ 経済効果対比型環境会計

経 済 効 果 対 比 型 環 境 会 計 と は、 企業 が環 境 保 全 や 環 境 対 策 の た め に 支 払 っ た コス ト と そ の コ

ス トに よ る 経 済 効 果 を測 定 ・ 開 示 し よう と す る 環 境 会 計 で あ り、 わ が 国 の 環 境 報 告 書 で よく 見

か け る タ イ プ の 環 境 会 計 で あ る。 そ し て、 わ が 国 で 一 般 的 に 環 境 会 計 と 呼 ぶ 場 合、 こ の タ イ プ

の 環 境 会 計 を 指 して い る と 考 えら れる。

経 済 効 果 対 比 型 環 境 会 計 の 導 入 目的 は、 内 部 管理 と情 報 開 示の 両 面 より 考 え ら れる。 す な わ

ち、 内 部 管 理 の 面 か ら は、 環 境 コ ス ト と 経 済 効 果 の 関 係 を 明 確 に し、 マ ネ ジ メ ン ト が 環 境 効 率

の 向 上 を 図 る た め で あ る。 一 方、 情 報 開 示 の 面 か ら は、 企 業 の 環 境保 全 に対 する 取 り 組 み状 況

を 金 額 で 開 示 す る こ と に よ り、 外 部 ス テイ ク ホ ー ル ダー に対 して 環 境 経 営 の 状 況 を明 ら か に す

る こ と で あ る。

な お、 こ こ で、 経 済 効 果 対 応 型 で は な く 経 済 効 果 対 比 型 と した の は、 環 境 コ ス トと 経 済 効 果

が必 ず しも 対応 し て い る わ け で は な く、双 方 が 一 定の 期 間 に 同 時 的 に発 生 し て い る か ら で ある。

経 済 効果 対 比 型環 境 会 計 の 事例 と し て、 凸 版 印 刷、 松 下 電 器 グル ー プ及 び 山 形 日 本 電 気 に つ

い て 比 較 検 討 し て み る こ と に す る７〕
。

３ 杜 はい ず れも、 前 述 の環 境コ ス ト 開 示 型 環 境 会 計 と は 異 な り、 経 済 効 果 に つ い て の 開 示 を

行 っ て い る。 し た が っ て、 こ こ で は 経 済 効 果 に 絞 っ て 検 討 し て み る。 し か し、 経 済 効 果 と 言 っ

て も、 そ の 開 示 内 容 や 開 示 方 法 に つ い て は、 か な り の 相 違 が 見 ら れ る。

ま ず、 凸 版 印 刷 の 場 合 は、 経 済 効 果 に 関 し て は、 省 エネ ル ギ ー 項 目 と環 境 ビ ジネ ス 項 目 に つ

い て の み の 開 示 で、 そ の 内 容 は 示 さ れ ず、 総 額 だ け が 開 示 さ れ て い る。

次 に 松 下 電 器 グル ー プの 場 合、 最 初 に注 目 さ れる の は、 連 結べ 一ス での 環 境 会 計 が 実施 さ れ

て い る 点 で あ る。 経 済 効 果 に 関 し て の 開 示 は、
「産 業 廃 棄 物 処 理 ・ 削 減」 と 「事 業 所 の 省 エ ネ ル

ギ ｒ の ２ 項 目 し か行 わ れ て い な い。 し か し、 凸 版 印 刷 の 場 合 内 容 が 開 示 さ れ て い な か っ た が、
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松 下 電 器 グル ］ プの 場 合 内 容 が 開 示 さ れ て い るの で、 こ の 点 で は 一 歩進 ん だ も の と思 わ れ る。

同 グル 」 プで は、 今 後 経 済 効 果 項 目 を増 や し て、 最 終 的 に は 費用 対 効 果 の 関 係 を エコ ・ エ フィ

シ ェ ン シ ー （Ｅｃｏ－ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ）
「環 境 改 善 効 率」 と い う 形 で 捉 え て い こ う と い う 方 針 が 公 表 さ れ

て い る が、 こ れ か ら の 進 展 が 期 待 さ れ る。

」 方、 山 形 目 本 電 気 の 場 合 は、 環 境 損 益 計 算 書 を開 示 し て い るの で、 経 済 効果 は収 益項 目 に

お い て 示 さ れ て い る。 収 益 項 目 は、 営 業 環 境 収 益 と営 業 外 環 境 収益 と に 区分 さ れ、 か なり 詳 細

な 開 示 が 行 わ れ て い る。 し か し、 環 境 損 益 計 算 書 で、 財 務 会 計 の損 益 計 算 書 のよ う に 費用 と効

果 を 対 応 し て 示 す こ と が 出 来 る か どう か は、 間 題 であ ろ う。

以 上 ３ 杜 と も 経 済 効 果 に つ い て の 開 示 が 行 わ れ て い る が、 そ の 開 示 内 容 や 開 示 方 法 に関 して

は、 ま だ か な り の 相 違 が み ら れ る。 山 形 日 本 電 気 の 環 境 損 益 計 算 書 にお ける 収 益 項 目 な ど は、

現 時 点 で は か な り 先 進 的 な 事 例 と し て 評 価 で き る が、 経 済 効 果 に関 して は今 の と こ ろ 確 立 した

算 出 基 準 が な い の で、 ３ 杜 で こ の よ う な 相 違 が み ら れ る の は当 然 の こ と と 考 えら れる。

今 後、 経 済 効 果 に 関 し て の 基 準 や ガイ ドライ ンの 発 行 が 待 た れる と こ ろ で ある。

Ｖ 環境保 全効 果対比型環境会計

環 境 保 全 効 果 対 比 型 環 境 会 計 と は、 企 業 が 環 境 保 全 や 環 境 対 策 の ため に支 払 っ た コ ス トと そ

の コ ス ト に よ る 環 境 保 全 効 果 を 測 定 ・ 開 示 し よ う と す る 環 境 会 計 で、 わ が国 の 幾 つ か の 先 進 的

な 企 業 で 実 践 さ れ て い る。

環 境 保 全 活 動 の 効 果 に つ い て の 基 本 的 な 考 え 方 は、 物 量 的 環 境 負 荷 を どの 程 度 削 減 す る こ と

が で き た か と い う こ と で あ り、 換 言 す る と 環 境 パ フ ォ ー マ ン ス の 改 善 で あ る。 し た が っ て、 環

境 保 全 効 果 対 比 型 環 境 会 計 は、 極 め て 意 義 の あ る タ イ プの 環 境 会 計 だと 思 わ れ る。

こ こ で は、 環 境 保 全 効 果 対 比 型 環 境 会 計 の 事 例 と し て、 宝 酒 造、 大 林 組 及 び リ コ ー に つ い て

比 較 検 討 し て み る こ と に す る８〕
。

３ 杜 は い ず れ も、 環 境 コス ト と 環 境 保 全 効 果 を 対 比 し て 開 示 し て い る。

宝 酒 造 で は、
「緑 字 決 算 書」 を 用 い て、 環 境 コ ス ト と 環 境 保 全 効 果 と の 関 係 を 明 ら か に し て い

る。 こ の 「緑 字 決 算 書」 に よ っ て、 各 環 境 負 荷 削 減 に 投 じ ら れ た コ ス ト と そ の 削 減 状 況 す な わ

ち 環 境 保 全 効 果 が 明 ら か に な る。 ま た、 こ の 「緑 字 決 算 書」 に よ っ て、 環 境 保 全 活 動 の 効 率 す

な わ ち エ コ ・ エ フ ィ シ ェ ン シ ー を 判 断 す る こ と も で き る。

し か し、 こ の 「緑 字 決 算 書」 は、 複 数 の 指 標 の 統 合 化 に よ る 正 確 度 の 低 下、 統 合 化 の 過 程 で

私 見 が 入 る こ と によ る 客 観 性 の減 少 な どの 問題 を 含 ん で い る。

こ れ に 対 し て、 大 林 組 で は 効 果 を 「保 全 効 果 ・ 外 部 効 果」 と 「経 済 効 果 ・ 内 部 効 果」 に 分 類

し て い る。 した が っ て、 こ の 点 で 言 え ば、 同 杜 の環 境 会 計 は 経 済 効 果 対 比 型 環 境 会 計 に 含 め て

考 え る こ と も 可 能 で あ る。 環 境 パ フ ォ ー マ ン ス の 観 点 か ら は、
「保 全 効 果 ・ 外 部 効 果」 が 重 視 さ
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れ る が、 同 杜 で は 今 回 こ れ に つ い て 数 量 の み を 示 し て い る だ け で、 金 額 換 算 は 行 っ て い な い。

一 方、 企 業 の 効 率 的 活 動 の 観 点 か ら は、
「経 済 効 果 ・ 内 部 効 果」 が 重 視 さ れ る が、 環 境 ビ ジ ネ ス

部 門 に つ い て だ け 金 額 換 算 が 行 わ れ て い る。 こ の よ う な こ と で、 大 林 組 の 場 合、 保 全 効 果 ・ 経

済 効果 とも 十分 な開 示 と は い え な い が、 環 境 会 計 を コ ス ト 的 観 点 よ り、 環 境 保 全 活 動 に お け る

環 境 パ フ ォ ー マ ンス と 経 済 効 果 の 両面 を評 価 す る も の と 位 置 付 け、 そ の 精 緻化 に努 めて いく と

し て い る の で、 今 後 の 展 開 が 期 待 さ れ る。

リ コ ー で は、 環 境 保 全 活 動 に よ る 効 果 を環 境 負 荷 低 減 効果 と経 済効 果 の 両面 から 把 握 しよ う

と し て い る の で、 同 杜 の 場 合 も 経 済 効 果 対 比 型 環 境 会 計 の 事 例 に含 め て 考 え る こ と も で き る で

あ ろ う。 ま た リ コ ー で は、 コ ー ポ レー ト環 境 会 計 と 同 時 にセ グメ ン ト環 境 会 計 が 実 施 さ れ て い

る の が 注 目 さ れ る。 リ コ ー で は 環 境 負 荷 削 減 効 果 は 物 量 べ 一 ス で、 経 済 効 果 は 貨 幣 べ 一 ス で 開

示 し て い る。 そ し て、 環 境 保 全 効 果 を 明 確 に す る こ と で、 環 境 負 荷 を 効 率 的 に 低 減 し、 企 業 と

し て の 成 長 性 も 確 保 す る よ う に エ コ ・ エ フ ィ シ ェ ン シ ー と エ コ ・ レ シ オ （Ｅｃｏ－ｒａｔｉｏ 「環 境 負 荷

利 益 率」） を算 定 して いる 点 が 注 目 さ れ る。 こ の よ う に、 リ コ ー で は 環 境 保 全 効 果 と 経 済 効 果 さ

ら に は エ コ ・ エ フ ィ シ ェ ン シ ー と エ コ ・ レ シ オ ま で 算 出 し て い る こ と を 考 え る と、 わ が 国 の 環

境 会 計 の 事 例 と し て は、 非 常 に 先 進 的 な も の と 考 え ら れる で あ ろう。

㎜ 課題と 展望

以 上 環 境 報 告書 で開 示 さ れ た環 境 会 計 の 類 型 化 に つ い て 検 討 し て き た が、 こ こ で 環 境 会 計 の

類 型 化 を考 え る 際 の 課 題 に つ い て 考 察 し、 若 干 の 展 望 を 示 す こ と に す る。

１１） 総 合 的 効 果 対 比 型 環 境 会 計

本 稿 で は、 環 境 会 計 を 環 境 パ フ ォ ー マ ンス 型、 環 境 コ ス ト開 示 型、 経 済 効 果 対 比 型 及 ぴ 環 境

保 全 効 果 対 比 型 に 類 型 化 し て 考 え て き た が、 本 来 環 境 コ ス ト は環 境 保 全 効 果 と 対 比 さ れ て 始 め

て、 環 境 マネ ジメ ン ト 推進 や 設 備 投 資 の 意 思 決 定 な ど に必 要な デー タ を 提 供 す る な ど、 そ の 効

果 が判 明 する。 し た がっ て、 環 境 保 全 効 果 対 比 型 環 境 会 計 は 極 め て 有 意 義 な 環 境 会 計 で あ る と

考 え ら れ る。

し か し、 現 実 に は環 境 コ ス ト の支 出 に よっ て 廃 棄 物 削 減 や リ サイ ク ル が 可 能 と な り、 収 益 が

発 生 し て い る こ と を 考 え る と、 経 済 効 果 の 測 定 も ま た 非 常 に 重 要 で あ る。 し た が っ て、 環 境 コ

ス ト と 環 境 保 全 効 果 及 び 経 済 効 果 を 同 時 に対 比 さ せる 方 式 が 望ま し い と 考 え ら れ る。

そ し て、 既 に 幾 つ か の 企 業 が こ の よ う な 先 進 的 な 取 り 組 み を 行 っ て い る が、 今 回 （２０００年３月）

発 表 さ れ た 環 境 庁 の 『環 境 会 計 ガイ ドライ ン』 によ れ ば、 環 境 保 全 効 果 と 経 済 効 果 を 」 括 し て、

総 合 的 効 果 対 比 型環 境 会 計 と し て 認 識 し て い る９〕
。 こ の 考 え 方 は、 環 境 保 全 効 果 を 数 量 面 と 金 額

面 の 両 面 か ら捉 え て 行 こ う と す る も の で、 今 後 実 務 の 中 で どの よ う に 取 り 入 れ ら れ る の か 注 目

さ れ る。
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（２） 効 果 の 測 定

環 境 コ ス ト に 関 し て は、 前 回 （１９９９年 ３ 月） の 『環 境 会 計 ガ イ ド ラ イ ン』 で か な り の 検 討 が

行 わ れ て い た が、 効 果 に つ い て は 十 分 な 考 察 が 行 わ れ て い な か っ た。 し た が っ て、 効 果 に つ い

て は 積 極 的 に 開 示 す る 企 業 も 少 な かっ た が、 環 境 保 全 コ ス ト の 効 率 と い う 点 を 考 え る と、 効 果

を 適 切 に 捉 え て い く こ と が 重 要 と な る。

今 回 の 『ガイ ドライ ン』 で は、 環 境 保 全 効 果 を事 業エ リ ア 内 で 生 じ る環 境 保 全 効 果 （事 業 エ

リ ア 効 果）、 上 ・ 下 流 で 生 じる 環 境保 全 効 果 （上 ・ 下 流 効 果） 及 び そ の 他 の 効 果 の 三 つ に 分 類 し、

そ の測 定 の 仕 方 に つ い て 言 及 し て い る の が 注 目 さ れ る。

一方、 環 境 保 全 対 策 に伴 う 経 済 効 果 に つ い て は、 具 体 的 に リ サイ ク ル に よ り 得 ら れ る 収 入 額、

省 エネ に よ る 費用 削 減及 びリ サイ ク ル に 伴 う 廃 棄 物 処 理 費 用 の 削 減 な ど を あ げて い る。そ し て、

経 済効 果 を確 実 な根 拠 に 基 づ い て 算 出 さ れ る 経 済 効 果 と 仮 定 的 な 計 算 に 基 づ く 経 済 効 果 に分 類

し、 前 者 は 実質 的 に発 生 する 効果 で あ り、 環 境 会 計 に 盛 り 込 む こ と が 望 ま し い と し て い る。 一

方、 後 者 に つ い て は 推 定 計 算 を 含 む た め、 敢 え て 開 示 は 求 め な い と し て い る１０〕
。

今 回 の 『ガイ ドラ イ ン』 に よっ て、 環 境 保 全 効果 と環 境 保 全 対 策 に 伴 う 経 済 効 果 に つ い て の

基 本 的 な 考 え 方 が 示 さ れ た が、 そ れ に は幾 つ か の 問 題点 が あ る。 た と え ば、 環 境 上 の 効 果 は 本

来 長 期 的 な も の で あ り、 短 期 的 な 「費 用 対 効 果」 の 比 較 は原 理 的 に 難 し い。 む し ろ 「費用 対 効

果」 が 本 当 に 成 立 す る の は 稀 で あ り、 期 間 毎 の 比 較 は か な り 困 難 で あ る と 考 え ら れ る。 今 後、

こ の 点 に 関 し て の 理 論 の 精 緻 化 が 期 待 さ れ る。 こ の よう な 問題 を含 む 中 で、 将 来 こ の 『ガイ ド

ラ イ ン』 が 実 務 に ど の よ う に 浸 透 し て い く か 注 目 さ れ る。

（３） 比 較 可 能 性

環 境 会 計 情報 に よっ て 意思 決 定 を 行 う 外 部 ス テイ ク ホ ー ル ダー と り わ け、 エ コ フ ァ ン ド （ス

イ ス ）
、 ｓｏｃｉａ１ ｒｅｓｐｏｎｓｉｂｉ１ｉｔｙ ｉｎｖｅｓｔｍｅｎｔ （ア メ リ カ ）、 両 方 の 折 衷 （ 日 本） な ど の グ リ ー ン ・ イ

ン ベ ス タ ー （ｇｒｅｅｎ ｉｎＶｅＳｔＯｒ） や グ リ ー ン ・ コ ン シ ュ ー マ ー （ｇｒｅｅｎ ＣｏｎＳｕ ｍｅｒ） に と っ て 重 要

な こ と は、 各 企 業 の 環 境 保 全 活 動 を 比 較 で き る こ と で あ ろ う。 し た が っ て、 各 種 の 環 境 会 計 は、

比 較 可 能 性 をも つ こ と が 重 要 で ある。 し か し、 現在 の 環 境 会 計 の 発 展 段 階 で は、 環 境 会 計 に つ

い て の 統 一 的 基 準 は 存 在 しな いの で、 各 企 業の 環 境 会 計 を 比 較 す る こ と は 難 し い。 ま た、 環 境

会 計 は、 生 産 業 や 販 売 業 さ ら に 同 じ生 産 業 でも 白 動 車業 と醸 造 業 で は 異 な っ た も の に な る と 考

え ら れ る。 し た が っ て、 業 種 ・ 業 態 に ふ さ わ し い 環 境 会 計 が 存 在 す る と し た ら、 同 一 の 業 種 ・

業 態 に つ い て は、 同 じ 類 型 （タ イ プ） の 環 境 会 計 を導 入 する こと が考 え ら れる。

以 上環 境 会 計 の 類 型 化 に つ い て 考 え て き た が、 将 来 類 型 化 によ っ て 形 式 的な 比 較 可能 性 が 得

ら れ た と し て も、 そ れ を 支 え る コ ス ト や 効 果 の 認 識 や 測 定 が 統 一 さ れ な け れ ば、 真 の意 味 で の

比 較 可能 性 は 得 ら れ な い。 現 在 環 境 会 計 に つ い て の 基 準 と し て は、 国 内 的 には 環 境 庁 の 『ガイ

ド ラ イ ン』、 国 際 的 に は 『ＧＲＩ』 な ど が 考 え ら れ る が、 今 後 よ り 精 緻 化 さ れ た 統 一 的 基 準 の 設 定

が 待 た れ る と こ ろ で あ る１１〕
。 そ の 際 に 設 定 の 主 体 は 誰 が 望 ま し い か な ど の 間 題 も 議 論 さ れ る べ
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き だ
。
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